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問題意識
仏教の心理学的研究にあたって確認すべき課題
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問題意識

A) 仏教は心理学的要素を含んでいるので、心理学が
その理解深化に大いに資することはいうまでもな
い。 （→「仏教心理学」の可能性）

B) 誰の理解に資す？
A) 諸心理学者+仏教者の理解に資す

C) 両者は異なるパラダイムなので、共約を可能にす
るためには操作が必要

A) （葛西賢太vsライスカレー、葛西賢太vs中村元）比較する点

D) 心理学的手続きに加えて、広く仏教を見渡す視座
を得ることと、その障害となるものを知り、活かすこ
との必要。
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問題意識

D) 心理学的手続きに加えて、広く仏教

を見渡す視座を得ることと、その障害とな
るものを知り、活かすことの必要。

• 「仏教」を「定義」し、対象を限定してモノグラフを書
く、という方法論を、一度逆行する。

• 仏教とはこれだ、という思い込みを確認する
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参考事例：精神分析運動
• 精神分析とは

1. 探究手法
2. 治療方法

3. 心理学的認識

（「精神分析」と「リビード理論」）
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• 仏教の心理学的研究とは

1. 探究手法としての瞑想的内観
2. 欲望を断って苦を滅する

3. 心についての知を蓄積する

（葛西「運動としての仏教心理学）

→探究手法としての瞑想的内観
（研究対象ではなく）

精神分析とは、一、他のやり方でほとんど近づくことのできない一
連の心の出来事を探究するための手法、二、この探究に基づいて
神経症の障害を治療する方法、三、こうした道を歩む途上で得られ、
科学の新しい一専門領域へと徐々に結実しつつある一連の心理学
的認識、に対する名称である。

三つの論点
心理学に引きつけて仏教を観察する
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三つの論点

• 仏教の多様な広がりとその位置づけを踏まえるために
1. 「仏教」の名で呼ばれる修道論は大分して二つ

2. 仏教について知ることは、一つの心理学体系をしることでもある。

3. 仏教の探究手法は瞑想的内観である。それを教示したり教えるため
にも、（実は）瞑想的内観の体験が有意義である。
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１．仏教の二つの修道論

a. 上座部（←「小乗」）：苦・集・滅・道という診断的観察。信仰
対象よりも観察知。

• 老死の炎の燃えさかる家から、器財を他に与えることによって運び出
す。人間は燃えさかる家。（サンユッタ・ニカーヤ1）

• 自分より愛しいものはない、誰にとっても。だから他人を害さない。

• 観察知→心理学的マインドフルネス概念の展開へ。

b. 大乗：六波羅蜜という善行と仏への仰慕。信仰モデルも。
• 仏の姿を詳細に観想するよう勧めた後、
「もし仏を念ずることができないのなら、無量寿仏よ、と称えなさい」（観無量寿経）

• 「仏に逢えば仏を殺し、祖師に逢えば祖師を殺し…そうして始めて解脱することがで
き、なにものにも束縛されず、自在に突き抜けた生き方ができるのだ」（臨済録）

• 日本仏教の多くは大乗だが、大乗内の多様性、小乗との違い忘れられがち

• 二つの修道論の間の容易に埋めがたい差
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２．仏教という心理学

• 仏教における探究手法：事物や現象の瞑想的直接観察およ
び、瞑想を介した直観

• 無情観（ニヒリズム）でなく無常観（変化の観察と認識による受容）
• 無常についてのただの知的考察はニヒリズムに至りかねないが、瞑想
文脈では異なる結果（出会いの貴重さへの感謝等）

• 観察知→ストレス低減やリラグゼーションとつながり、医療的
実践への応用。

• ←→現代心理学は、内観を踏まえつつ、物理学をモデルとし
てつくられている
• 行動主義のブラックボックスモデル→認知モデル

• いかにして測定、評価可能な指標を抽出するか
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３．瞑想的内観という探究方法

a. 課題：指導者にも実践を求める
• 単なる体験至上主義とは区別 →bへ

• 生じてくる現象を知らなければ、アドバイスできない。

• 状況依存的理解state dependent learningあるいは状況特定的科学
state specific science (Charles Tart)

• 数学がおもしろい 数式が美しい という感覚を理解できるのは

• →変性意識状態固有の体験を理解する

b. 問題：体験を表現する言葉の拘束力
• 実践者はそのことばに絡め取られる

• 他者に語るために語彙を問い直さない
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瞑想の広がりから見えるもの
結論にかえて
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三つの論点を踏まえて、その先へ

A) 仏教がどんな心理学であるのかを確認
1. 「仏教」の名で呼ばれる二つの修道論の存在

2. 仏教について知ることは、一つの心理学体系をしることである。

3. 仏教は一つの体験的な体系であり、それを教示したり教えるために
は、（実は）体験が有意義である。

• B) 誰の理解に寄与するか

• C) これらを踏まえる過程で、自らの仏教観を問い直し、明示
する

• D) 仏教の多様な広がりとその位置づけを踏まえ、自らの立
ち位置Positionalityも確認。障害となりうるものを知り活かす。
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瞑想の広がりと、それによる課題

• MBSR－－Mindfulness Based Stress Reduction
• 上座仏教系の瞑想と認知心理療法の結合

• Vipassana瞑想という形態。Mindfulnessという概念の、仏教
的組織を離脱した流布。

• 瞑想的な仏教との出会いと、生じてきた課題
• 仏教については知らないまま、「マインドフルネス」を導入するセラピスト。

• これらについてうまく語れない日本の仏教徒たち。

• 海外での瞑想実践経験を持つ、瞑想指導者や実践者の不満。

• 心理学を解して仏教に出会う実践者・読者たち
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あらためて、いくつかの誤解と限界

• 日本人だから仏教全体について知悉している、という誤解

• 日本人僧侶や日本人仏教者が研究者でもある場合
＋宗祖の教えや宗派の実践に通じている －別の用語で語れない

－他宗派の教えや実践について不詳

－原始仏教や上座部について不詳

－仏教一般とは何かについて答えにくい

※この傾向は、上のように仏教者だけでなく日本人一般にも通じる。

• “Christian Psychology,” “Buddhist Psychology,” “Islamic
Psychology,” “Hindu Psychology”は？

• 日本仏教全般について知悉すればそれでよいか？
• 自らの仏教観を確認し、俎上に載せること

• 仏教の新しい動向（瞑想実践再重視）をどう捉えるか。
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